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第4章  本体設計検討（盛立工） 

本業務では、実施工時における基礎岩盤面や岩盤透水性、割れ目の組合せの変更等に

伴い発生した、設計検討や施工計画、数量、図面、積算資料の修正等を行った。 

本章では、上記検討のうち、盛立工に関連する検討結果をとりまとめた。また、本業

務において盛立工に関連する項目としては以下の検討を行った。 

○品質管理基準の整理 

 

4.1  品質管理基準の整理 

今後堤体盛立を施工していくにあたって、各材料の品質管理基準について、発注者、

施工業者と合同協議を行い品質管理基準について見直しを行った。 

 

(1)  協議実施日 

○平成 30 年 9 月 10 日(月) 

○平成 30 年 10 月 3 日(水) 

 

(2)  工事発注時における品質管理基準 

工事発注時には、他ダム事例等を参考に品質管理基準を設定していた。 

以下に、工事発注時における品質管理基準及び他ダム事例、採用理由を示す。 
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表- 4.1.1 盛立品質管理基準(工事発注時) (1) 
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表- 4.1.2 盛立品質管理基準(工事発注時) (2) 
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表- 4.1.3 盛立品質管理基準(工事発注時) (3) 
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表- 4.1.4 盛立品質管理基準(工事発注時) (4) 
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(参考資料)安威川ダム盛立品質管理基準について(2018.10.3 協議時配布資料) 

工事発注時の試験頻度は、C ダム・D ダム・E ダムの事例より、決定している。決定

は、採用事例の多い頻度や同規模事例（C ダム）を優先に決定している。 

 

■着岩材の盛立面傾斜部での透水試験 

  C ダム：管理基準には傾斜部は監督員と協議を記載（水平部 1 回/200m3） 

      基本設計会議資料には一般コアのみ記載 

  D ダム：1 回/3 日（傾斜部記載なし） 

  E ダム：河床部のみで実施（1 回/月またはコア盛立量 25000m3 毎） 

F ダム：現場透水試験は未実施 

  G ダム：1 回/500m3（水平部 3 層層目で実施：1,2 層、傾斜部では実施せず） 

H ダム：1 回/200m3（傾斜部記載なし）46 個 

I ダム：1 回/200m3（傾斜部記載なし） 

★フィルダムの施工（日本ダム協会）：現場透水試験頻度（1 回/週～月） 

 

■中間材の現場密度・透水試験の試験頻度 

  C ダム：現場密度試験（1 回/200m3）、現場透水試験（1 回/2000m3） 

  D ダム：1 回/2 日 

  E ダム：1 回/月またはコア盛立量 25000m3 毎 

  F ダム：現場密度試験（183 個）、現場透水試験(156 個) 

  G ダム：1 回/300m3 

  H ダム：現場密度試験（1 回/200m3：52 個）、現場透水試験（1 回/2000m3：37 個） 

  I ダム：現場密度試験 1 回/日、現場透水試験(1 回/2000m3) 

  ★フィルダムの施工（日本ダム協会）：現場密度・透水試験（1 回/日～月） 

 

■一般コア材の現場密度・透水試験の試験頻度 

  C ダム：現場密度試験（1 回/2000m3）、現場透水試験（1 回/20000m3） 

  D ダム：1 回/層 

  E ダム：1 回/月またはコア盛立量 50000m3 毎 

  F ダム：現場密度試験（1 回/2 層：445 個）、現場透水試験(2 回/月：30 個) 

  G ダム：現場密度試験(1 回/層)、現場透水試験（1 回/3 層） 

  H ダム：現場密度試験（1 回/2000m3：449 個）、現場透水試験（1 回/20000m3：69

個） 

  I ダム：現場密度試験（1 回/10000m3、RI 法 10 点/層）、現場透水試験(1 回/10000m3) 

  ★フィルダムの施工（日本ダム協会）：現場密度試験（1 回/層）、透水試験（1 回/

日～月） 
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(3)  施工時品質管理基準（案） 

次頁以降に発注者、施工業者との合同協議の結果、決定した品質管理基準（案）

を示す。 

なお、主な変更箇所は以下のとおりである。 

 

【施工時における品質管理基準の主な変更点】 

○コア材 

・着岩材・中間材における現場透水試験頻度の変更 

・着岩材・中間材における盛立面における試験頻度の変更 

・細粒分含有率の管理値追加 

 

○フィルター材 

・細粒分含有率の緩和 

・液性塑性限界試験の追加 

 

○ロック材 

・外部ロック材のせん断強度及び密度を満足する粒度分布範囲の見直し 

 

※変更理由は次頁以降参照 

 

 

 



4.1-8 

【品質管理基準の主な変更理由】 

 

1)  コア材 

a)  着岩材・中間材における現場透水試験頻度の変更 

着岩材及び中間材の現場透水試験は、工事発注時には他ダム（C ダム、D ダム、

E ダム）の事例を参考に、1 回/1,000m3としていた。 

しかし、安威川ダムにおいては、傾斜部の掘削勾配が急であり（特に左岸側）

層厚が薄くなることから斜面部での測定が困難となることが想定された。 

 

 

図- 4.1.1 コア着岩部の層厚と試験孔の大きさ(法勾配 1:3.5 の場合) 

 

そこで、他ダム事例等を調査し、発注者・施工業者等と合同協議を行った結果、

斜面部では、現場透水試験の実施頻度は規定せず、監督職員が別途指示した際に

確認を行うこととした。 

 

b)  着岩材・中間材における盛立面における試験頻度の変更 

着岩材及び中間材の現場透水試験は、工事発注時には参考とした他ダム事例（C

ダム、D ダム、E ダム）のうち、頻度の高い事例として、1 回/3 日あるいは 1 回/2

日としていた。 

しかし、実施工時における盛立工程では、施工効率や施工セット数等によって

一日の盛立量が大きく異なることから、日数を一定頻度とするのではなく、盛立

量を一定頻度とした基準とした方が、ダム全体的に試験の実施が可能であるとし

て、1 回/100m3、3 箇所/回の頻度で試験を行うこととした。 
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c)  細粒分含有率の管理値追加 

施工時において、当初予定していたコア山で採取した材料で室内試験を行った

結果、多くの試料で設計密度を満足しない結果となった。 

 

図- 4.1.2 施工時におけるコア山材料試験結果(締固め試験)の一例 

 

そこで、コア材製造にあたっては、設計時の品質を満足する材料となるよう材

料のブレンドを変更している。 

また、透水性と密度の関係には細粒分含有率 Fc と相関が取れていることが施工

時の試験結果より得られていることから、品質管理基準値には細粒分含有率

Fc=15%以上とすることを追加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 4.1.3 細粒分含有率と透水係数の関係 
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2)  フィルター材 

a)  細粒分含有率の緩和 

フィルター材については、当初ロック材を破砕して製造する計画としていたが、

施工時において、材料の安定した製造を目的として、企画材料（ロック材と同種

岩盤）を混合して製造することとしている。 

上記、混合材料で室内試験を実施した結果、フィルター則の細粒分規定(Fc＜5%)

を緩和させないと透水係数が高くなり、設計時の透水係数を満足しない傾向があ

ることが明らかとなった。 

 

 

図- 4.1.4 細粒分含有率 Fc と透水係数の関係 

 

そこで、平成 30 年 1 月 30 日には、土木研究所・国土技術政策総合研究所と協

議を行い、フィルター材の細粒分含有率については緩和することとし、細粒分含

有率 Fc=10%とした（施工管理上は Fc=8%程度を目標に製造する）。 



4.1-11 

 

なお、室内試験では Fc=11%とした材料で非粘着性試験を実施しており、細粒分

含有率を緩和しても非粘着性材料であることを確認している。 

 

 

 
図- 4.1.5 フィルター材の非粘着性試験結果 

 

b)  液性塑性限界試験の追加 

前節のとおり、フィルター材では、細粒分含有率の規定を緩和させていること

から、Fc≧5%となる場合には、SandCastle 試験を実施し、非粘着性材料であるこ

とを確認することを品質管理基準に追加した。 
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3)  ロック材 

a)  外部ロック材のせん断強度及び密度を満足する粒度分布範囲の見直し 

施工時に盛立試験を行った結果、ロック材として使用を予定している材料の特

性として、絶乾密度が大きく非常に硬質な材料であり、設計値と比べてせん断強

度は高いが、粒度が粗いと転圧によって十分締め固まらない傾向が認められた。 

また、粒度分布が小さい方が転圧効果が高く、当初の細粒側の粒度規定を緩和

させても設計密度及び間隙比を満足することが確認された。 

そこで、粒度分布の規定を細粒側に変更した。 

 

変更前      変更後 

-4.75mm 20%以下  30%以下 

-53mm 70%以下  70%以下 

 

 

 

図- 4.1.6 外部ロック材の試験結果 
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表- 4.1.5 着岩材の盛立品質管理基準(案) 

 

 

表- 4.1.6 中間材の盛立品質管理基準(案) 

 

 

※黄色：変更箇所、赤色：修正箇所、青色：追加箇所、緑色：頻度変更 
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表- 4.1.7 一般コア材の盛立品質管理基準(案) 

 

 

※黄色：変更箇所、赤色：修正箇所、青色：追加箇所、緑色：頻度変更 
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表- 4.1.8 フィルター材の盛立品質管理基準(案) 

 

 

※黄色：変更箇所、赤色：修正箇所、青色：追加箇所、緑色：頻度変更 
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表- 4.1.9 トランジション及びロック材の盛立品質管理基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※黄色：変更箇所、赤色：修正箇所、青色：追加箇所、緑色：頻度変更 
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